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条 船舶設備規程 告   示 解   説
第９号表
の２ 

属具表（非自航船に対するもの） （第１４６条の３関係） 
属具名称 数量 摘要 

舷灯 １対 １ 全長５０メートル以上の船舶にあっては、第１種舷灯とすること。
２ 全長５０メートル未満の船舶にあっては、第１種舷灯又は第２種舷灯とすること。ただし、全長２

０メートル未満の船舶にあっては、第１種両色灯１個をもつて代用することができる。 
３ 平水区域を航行区域とする船舶であって昼間の航行のみに使用するものには、備えることを要しな

い。 
船尾灯 １個 １ 全長５０メートル以上の船舶に備えるものは第１種船尾灯、全長５０メートル未満の船舶に備える

ものは第１種船尾灯又は第２種船尾灯とすること。 
２ 平水区域を航行区域とする船舶であって昼間の航行のみに使用するものには、備えることを要しな

い。 
停泊灯 １個（全長５０メ

ートル以上の船舶
にあっては、２個） 

全長５０メートル以上の船舶に備えるものは第１種白灯、全長５０メートル未満の船舶に備えるものは
第１種白灯又は第２種白灯とすること。 

紅灯 ２個（操縦性能制
限船であって通航
妨害作業に従事す
るものにあって
は、４個） 

１ 全長５０メートル以上の船舶に備えるものは第１種紅灯、全長５０メートル未満の船舶に備えるも
のは第１種紅灯又は第２種紅灯とすること。 

２ 湖川のみを航行する船舶であって管海官庁がさしつかえないと認めるものには、備えることを要し
ない。 

黒色球形形象物 ３個（操縦性能制
限船であって通航
妨害作業に従事す
るものにあって
は、４個） 

１ 大きさ等について告示で定める要件に適合するものであること。
２ 湖川のみを航行する船舶であって管海官庁がさしつかえないと認めるものには、備えることを要し

ない。 

国際信号旗 １組（総トン数１
００トン未満の船
舶及び沿海区域を
航行区域とする船
舶にあっては、Ｎ
Ｃ２旗） 

１ 平水区域を航行区域とする船舶又は人員をとう載しない船舶であって、次号又は第３号に規定する
もの以外のものには、備えることを要しない。 

２ 沿海区域若しくは平水区域を航行区域とする船舶又は人員をとう載しない船舶であって、海上交通
安全法第７条の規定により信号により行先を表示しなければならないこととされる海域を航行する
もの（総トン数１００トン以上であって汽笛を備えているものに限る。）には、海上交通安全法施行
規則第６条の規定により当該海域において表示しなければならないこととされる国際信号旗（沿海区
域を航行区域とする船舶であって人員をとう載するものにあってはＮ旗及びＣ旗を除く。）を備える
こと。 

３ 沿海区域若しくは平水区域を航行区域とする船舶又は人員をとう載しない船舶であって、海上交通
安全法適用海域において海上交通安全法施行規則第１１条第１項に規定する危険物の運送に従事す
るもの（総トン数が当該危険物の種類に応じ同項各号に掲げる総トン数以上のものに限る。）には、
第１代表旗及びＢ旗を備えること。 

４ この項の規定により国際信号旗１組を備えなければならない船舶であって、第２号に規定する海域
を航行し、かつ、海上交通安全法適用海域において海上交通安全法施行規則第１１条第１項に規定す
る危険物の運送に従事するもの（総トン数が当該危険物の種類に応じ同項各号に掲げる総トン数以上
であり、かつ、汽笛を備えているものに限る。）には、国際信号旗１組のほか、第２号の規定により
備えなければならない国際信号旗であって前号の規定により備えなければならないものを備えなけ
ればならない。 

国際海事機関が
採択した国際信
号書 

１冊 沿海区域又は平水区域を航行区域とする船舶、総トン数１００トン未満の船舶及び人員をとう載しない
船舶には、備えることを要しない。 

国際海事機関が
採択した国際航
空海上捜索救助
手引書第３巻 

１冊 国際航海に従事する総トン数１５０トン未満の船舶、国際航海に従事しない総トン数５００トン未満の
船舶、沿海区域又は平水区域を航行区域とする船舶及び人員を搭載しない船舶には、備え付けることを
要しない。 

白色ひし形形象
物 

１個 １ 大きさ等について告示で定める要件に適合するものであること。
２ 許可工事船以外の船舶には、備えることを要しない。 

紅色球形形象物 ２個 １ 大きさ等について告示で定める要件に適合するものであること。
２ 許可工事船以外の船舶には、備えることを要しない。 

白灯 １個 １ 全長５０メートル以上の船舶に備えるものは第１種白灯、全長５０メートル未満の船舶に備えるも
のは第１種白灯又は第２種白灯とすること。 

２ 操縦性能制限船であって通航妨害作業以外の作業に従事するもの（錨泊して当該作業に従事するも
のに限る。）以外の船舶には、備えることを要しない。 

緑灯 ２個 １ 全長５０メートル以上の操縦性能制限船であって通航妨害作業に従事するものにあっては、第１種
緑灯とすること。 

２ 前号の船舶以外の船舶にあっては、第１種緑灯又は第２種緑灯とすること。 
３ 次のイ及びロに掲げる船舶以外の船舶には、備えることを要しない。 

イ 操縦性能制限船であって通航妨害作業に従事するもの 
ロ 許可工事船 

黒色ひし形形象
物 

１個（他の動力船
に引かれる船舶で
あってその相当部
分が水没している
ため視認が困難で
あるもの（以下「視
認困難船」とい
う。）であつて当該

１ 大きさ等について告示で定める要件に適合するものであること。
２ 次のイ及びロに掲げる船舶以外の船舶には、備えることを要しない。 

イ 他の動力船に引かれる船舶（最後部の船舶の船尾から当該動力船の船尾までの距離が２００メー
トルを超えるもの及び視認困難船に限る。） 

ロ 操縦性能制限船 

第 9 号表の 2
 
(a) 国際航空海上捜索救助手引書第三巻
は国際海事機関が採択した最新のもの
であること。 

(b) 「視認困難船」とは、いかだ、いけ
す等のその相当部分が水没しているた
め、水上にある部分を常時波が洗う等
により他の船舶から視認が困難なもの
をいう。 

(c) 黒色ひし形形象物の項中、視認困難
船に対し黒色ひし形形象物 2 個を備え
付ける規定は、当該船舶 1 隻のみが引
かれる場合に限り適用する。 

(d) 備考の規定を、ドラコーン(石油その
他の貨物を充てんして水上運送の用に
供するゴム製の船舶をいう。)に適用す
るに当たっては、これを特殊な船舶と
して、備え付ける第 1 種白灯は規定の
数から 1 個を減じて適用して差し支え
ない。 
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船舶の船尾から当
該船舶を引く動力
船の船尾までの距
離が２００メート
ルを超えるものに
あっては２個、操
縦性能制限船であ
って通航妨害作業
に従事するものに
あっては３個） 

紅色閃光灯 １個 １ 第１種紅色閃光灯とすること。 
２ 海上交通安全法適用海域において海上交通安全法 施行規則第１１条第１項に規定する危険物の

運送に従事する船舶（総トン数が当該危険物の種類に応じ同項各号に掲げる総トン数以上のものに限
る。）以外の船舶には、備えることを要しない。 

緑色閃光灯 １個 １ 第２種緑色閃光灯とすること。 
２ 巨大船以外の船舶には、備えることを要しない。 

黒色円筒形形象
物 

２個 １ 大きさ等について告示で定める要件に適合するものであること。
２ 巨大船以外の船舶には、備えることを要しない。 

備考 
視認困難船には、舷灯及び船尾灯の備付けに代えて、第１種白灯２個を備えなければならない。ただし、当該

船舶の最大幅が２５メートル以上である場合にあっては第１種白灯２個を、全長が１００メートルを超える場合
にあっては当該船舶に備える第１種白灯の間隔が１００メートルを超えることとならないようにするために必要
な個数の第１種白灯を増備しなければならない。 

 


